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WB 1:2000-1:10000,IHC 1:1000-1:4000,ICC/IF 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,IP 1:50-
1:200

Calculated MW:34kD;Observed MW:34kD

CDK1

CDK1;CDC2;CDC28A;CDKN1;P34CDC2;Cyclin-dependent kinase 1,CDK1;Cell division control
protein 2 homolog;Cell division protein kinase 1;p34 protein kinase
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質、核。サイクリン依存性キナーゼ1（CDK1）ホモ・サピエンス。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリーのメンバーである。このタンパク質は、M期促進因子（MPF）と​​して知られる高度に保存されたタンパク質キナーゼ複合体の触媒サブユニットであり、真核生物の細胞周期におけるG1/S期およびG2/M期の移行に必須である。有糸分裂サイクリンはこのタンパク質と安定的に会合し、調節サブユニットとして機能する。このタンパク質のキナーゼ活性は、細胞周期を通してサイクリンの蓄積と分解によって制御される。このタンパク質のリン酸化と脱リン酸化もまた、細胞周期制御において重要な調節的役割を果たしている。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2009年3月]
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	K562細胞のライセートのウェスタンブロット解析（Cdc2ウサギmAbを使用）。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を使用した。

